DST駆動制御用コンピュータの更新とプログラムの改訂 by 船越, 康宏 et al.
TitleDST駆動制御用コンピュータの更新とプログラムの改訂
Author(s)船越, 康宏; 北井, 礼三郎; 中井, 善寛










飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡(以下， D S Tと略称)の駆
動制御用コンピュータ・システムは、新設以来、 DEC社PDP-























R T -1 1から、これに比し圧倒的に汎用性に富んだいわゆる"重
い>>VMSに変わった点で、実時刻に基づくりアルタイムクロック
































































0となってしまう。 即ち、 RTCロスの発生である。 RTCロス
は勿論、 DSTプログラム自身でも作り出し得る。 D1 0間の処理
時間が長すぎる場合には、それ自体が20 H zルーティン、 4Hz















































拡張の 1部である。 DMAで入出力される 50ミリ秒毎の望遠鏡制
御の基本諸量は、 20Hzルーティン内で種々の監視警告機能やモ
ニタ一回路へ供されると共に、 4Hzルーティンのアイドルタイム
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